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平成 26年度 CLT等新たな製品・技術活用建築物実証事業 概要 

 

事業名 等低市場価値製材を活用したマッシヴホルツ構法の建築実証 

実施者 網野禎昭 

■建築物の概要 

用途  専用住宅 

建設地  静岡県富士宮市 

構造・工法 2階建て木造軸組 

建築面積  125.46 m2 

延べ面積  139.59 m2（1階 107.19 m2／2階 32.4 m2） 

竣工予定  2015年 3月末 

■本事業で実証した内容   

【建築物の建築実証】 

�� 低市場価値な国産スギ製材品（本提案では間柱 B材・芯持ち平角）を簡易な接合方法（構造用ビス・釘）

で機械的に集成してつくる構造用面材の製造方法を実証。 

�� 一般住宅の壁・床・屋根の全面に上記構造用面材を応用した施工実証を行い、施工方法および経済性を検

証。 

【建築物の設計実証】 

�� 接合要素の要素試験データをもとに、耐力壁の解析モデルを作成し応力解析を行った。応力解析結果から

耐力壁の詳細設計を行い、目標性能を特定。 

�� 耐力壁の詳細設計で得られたデータを用いて、構造設計を行い耐力壁の有効性を確認。 

�� 木材の大量活用による厚手面材の効果を、構造性能に限らず居住性からも評価するため室内熱環境シミュ

レーションを実施。 

【部材の性能実証】 

�� 壁や床など、せん断構面としての利用を想定し、面内せん断実験により壁倍率を得て目標性能を確認。 

 

■事業実施体制    

建築設計  網野禎昭、㈱平成建設  

構造設計  ㈱宮田構造設計事務所 

熱環境シミュレーション 金子尚志（株式会社エステック計画研究所） 

構造実験  ㈱宮田構造設計事務所、法政大学デザイン工学部建築構法研究室 

カネシン開発試験センター 

施工  ㈱平成建設  

木材供給  二宮木材㈱    
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■実証方法と実施工程     

本提案においては、芯持ち平角（120/300㎜程度）を構造用ビスにより集成させた厚手面材タイプ Aと、間柱

（30/105㎜）を釘により集成させた厚手面材タイプ Bの応用について、以下の手順で諸性能を実証した。 

�� 使用対象製材特定と厚板モデルの立案（網野禎昭+㈱平成建設＋二宮木材㈱） 

平成 25年度～平成 26年 6月 

�� 建築物の基本設計（網野禎昭+㈱平成建設） 

平成 25年度～平成 26年 6月 

�� 建築物の実施設計（㈱平成建設＋法政大学デザイン工学部建築構法研究室） 

平成 26年 5月～8月 

�� 構造計算（㈱宮田構造設計事務所） 

平成 26年 5月～8月 

�� 室内熱環境シミュレーション（金子尚志） 

平成 26年 9月 

�� 要素試験、耐力壁の面内せん断試験（㈱宮田構造設計事務所他）※本事業に係る計画 

平成 26年 8月 8日、25日、26日 

�� 厚手面材の製造および建築物の施工（㈱平成建設）※本事業に係る計画 

平成 26年 10月 14日： 基礎着工 

平成 26年 11月初旬：  木工事開始 

平成 26年 11月 13日： 建方時見学会（公開） 

平成 27年 2月末：  木工事（事業該当部分）完了 

�� 竣工関連日程 

平成 27年 3月末： 完了検査実施／竣工時見学会（公開） 

�� 室内熱環境の計測（金子尚志＋法政大学デザイン工学部建築学科） 

平成 27年 4月～1年間継続     

 

■本実証により得られた成果     

【構造性能】 厚手面材に対する面内せん断試験の結果、耐震壁として有用な壁倍率（タイプ A 壁倍率 4.2、

タイプ B壁倍率 2.8）が評価された。今後の課題は、本工法の耐力壁の耐力を法的にも考慮した設計を可能に

することである。 

【環境性能】 シミュレーションの結果、厚手面材（120㎜厚）と外断熱材（90㎜ XPS）の組み合せにより、

蓄熱性と断熱性の相乗効果が確認され、軸組木造とは異なり、外温変動の影響を受けにくい安定した室内環境

が実現可能とされた。竣工後実測により、温湿度変化の他、木材の乾燥収縮についてもデータ蓄積を行う。 

【経済性・施工性】 建築実証の結果、木材の供給・加工体制に起因する歩留まりの低下も認められた。木材

の発注数量が多いため、製品に対する選別を行わずに現場直接搬入としたことで、パネル化が困難となり施工

手間が増す結果となった（ただし意匠性は向上）。また残材発生も多くなった。改善方法として、一般に仮組

ヤードを所有しない施工者に替え、製材所がパネル化を請け負うことで、生産効率の向上が可能と考えられる。 

 

■本構法の普及により期待できる効果 

【小規模事業者向けの技術開発】 国内林業・木材産業の活性化のため、『低質材や残材の構造用面材として

の有効活用』を狙う点では、本提案も CLT と軌を一にするが、大規模な設備投資が必要な CLT 製造に対し、

スクリュー・釘・ダボなどによる”ローテク”とも言える手工業的製造にこだわった構法であるため、『多様

な小規模事業者の参入』に道を開くものである。 
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【多品種少量生産による幅広い応用域】 中間流通を省き、製材業者が自らのデッドストックを活用し、これ

を高価な機械設備を用いない方法で積層して付加価値の高い面材とするものが本技術である。積層時の接合方

法は、スクリューや釘あるいはダボ打ちのいずれかであるが、単一の接合方法であっても、挽板の配列・種類

を変えるだけで多様な断面構成が可能となるため、吸音性能や通気・配線スペースなどを備えた多機能性の

壁・床面材や、大小様々なスパンに対応する木質スラブなど、『多様な品種を同一の製造ラインを用いて製造

できるメリット』が生まれる。 

【中小規模建築向けの面構法】本技

術は、CLT と対比して上記のメリッ

ト（低設備投資／多品種少量生産）

が得られる一方で、挽板の交差接着

積層によるCLTのように大型で高せ

ん断耐力を有する面材製造には不向

きである。本技術は、多層階建築等

の高負荷型の構造を得意とする大量

生産型 CLTと棲み分け、意匠・居住

性が求められる中小規模建築を対象

とした厚手面材としての普及が期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図 建築物の部位構成 

左図 厚手面材の構成 

次ページ 

左図 耐力壁タイプ B詳細図 

右図 耐力壁タイプ A詳細図 
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図 厚手面材の概要 
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生活基盤のすべてを木材に頼っていた頃、私たちは森の恵み

を余すことなく活かしていた。しかし、様々な材料に溢れ、

これらが取捨選択可能な現代では、売りやすい物に市場価値

の偏りが見られ、売りにくい物はデッドストックと見なされ

る。そのため、節が多く、丸みやひび割れのある木材は欠点

材と呼ばれ、製材所の片隅に行き場を失い大量に放置され、

廃棄の時を待っている。仮にそれが軽微な欠点であったとし

てもである。日本林業の衰退はとどまるところを知らない。

山から木が出て来ない、国産材は高価である、といった消費

者の声が聞こえるが、その責任の一端は消費者自らの選り好

みにあることも明らかである。低市場価値材も無駄なく活用

することができれば、製材所の歩留まりは上がり、山に戻る

利益も増えることだろう。山の恵みを無駄なく使い、山に暮

す人々が喜んで木を出してくれるような社会を目指すことも、

木造建築の大切な視点であるように思う。

低市場価値材の活用

製材所のデットストック、割れの入った平角材
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CASE ４　断熱・開口部の強化
MODEL ４× MODEL ５

太線：MODEL ４（夜間換気を行う）

細線：MODEL ５（断熱・開口部を強化）

黒線：外気温

年間冷暖房負荷

夏、冬とも断熱・開口部強化の効果がみられる。

夏は最高気温が抑えられ、冬は最低気温が２度

高くなっている。

※ MODEL5 ではＱ＝ 1.87

　（次世代基準相当はＱ＝ 2.27（Ⅳ地域）

※シミュレーションには SolarDesigner ver.6 を使用

８月の自然室温変動

MODEL 4　最高 :29.03　最低 :23.45　平均 :26.18  

MODEL 5　最高 :28.27　最低 :23.45　平均 :25.93

１月の自然室温変動       　     

MODEL 4　最高 :15.15 　最低 :8.21 　平均 :11.45

MODEL 5　最高 :15.81 　最低 :10.21   平均 :12.85

寝室の開口は FIX 窓とドレーキップ板戸

の組み合わせ。夜間の換気に貢献する。
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